




− 45 −

アフリカ昆虫学
―生物多様性とエスノサイエンス―

田付貞洋・佐藤宏明・足達太郎［共編］／海游舎
2019 年　320 頁

定価（本体 3000 円＋税）
ISBN�978-4-905930-65-5

図書紹介

アフリカは昆虫の宝庫である。様々な農業害虫
や衛生害虫も生息しており、生物学的にだけでな
く、応用学的にも興味深い。かつて「アフリカ昆
虫学への招待」（日高敏隆監修、日本 ICIPE 協会編、
京都大学学術出版会発行、2007 年３月初版第１刷）
という書籍が刊行された。日本 ICIPE 協会（国際
昆虫生理生態学センター ICIPE を支援する日本の
組織）によって編集されたこの書籍は、アフリカ
の昆虫研究を知るうえで格好の教科書であった。
今回出版された本書は「アフリカ昆虫学への招待」
の続編と位置付けられており、「アフリカ昆虫学と
は」、「アフリカで昆虫に出会う」、「アフリカ昆虫
学の展開」、「アフリカの昆虫学研究機関」の４部
で構成されている。なお、サブタイトルにあるエ
スノサイエンスとは直訳すると民族の科学という

ことで、本書では昆虫を人々との関わりという視点でとらえている。

本書は 20 章から成り、各章とも昆虫を通してアフリカに魅せられた執筆者の強い思い
が込められているのが伝わってくる。執筆者の体験談も多く載せられており、これから
アフリカを目指す皆さんにとっては大いに参考になると思われる。各章の最後には各執
筆者や編者が推奨する文献等が示されており、さらに学びを深めたい場合には大いに役
立つ。なお、本書の刊行にはアフリカをこよなく愛してやまなかった昆虫研究者の故八
木繁実氏のご遺志があったとのことである。補章として、ともに故人である八木繁実氏
と岸田袈裟氏の共著論文が掲載されている。

第１部「アフリカ昆虫学とは」：１章「生物多様性の観点から見たアフリカ昆虫学の重要
性（佐藤宏明）」では、アフリカ昆虫学の重要性が生物多様性の観点から述べられている。
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豊かな生物多様性の背景となるアフリカ大陸の形成経過、気候、生物相を紹介した上で、
多様性の例としてコガネムシ科タマオシコガネ亜科（いわゆるフンコロガシ）等の研究が
紹介されている。２章「アフリカ昆虫学とエスノサイエンス（藤岡悠一郎）」では、アフリ
カ昆虫学とは何か、エスノサイエンスとは何か、について述べられている。また、エスノ
サイエンスの視点によるアフリカ昆虫学へのアプローチについて論じられている。３章「ア
フリカ昆虫学の歴史と展望（足達太郎）」では、エスノサイエンスとしてのアフリカ昆虫学
について概説した上で、壮大なアフリカ昆虫学史が博物学・医療昆虫学・農業昆虫学の観
点から述べられている。さらに、アフリカへの研究者の派遣事業の予算難による廃止や科
学雑誌の相次ぐ廃刊といった現状に対し、強い危惧が示されている。

第２部「アフリカで昆虫に出会う」：４章「ナミビア農牧社会における昆虫食をめぐるエ
スノサイエンス（藤岡悠一郎）」では、農牧社会での調査に基づき、昆虫食が食文化の中に
組み込まれていることが興味深く述べられている。昆虫食は、多くの村人の間で食文化と
して継承されているが、昆虫を食べたことがない若者も増えつつあるようである。５章「農
業と昆虫をめぐるフィールドワークとエスノサイエンス（足達太郎）」では、執筆者がエス
ノサイエンスに目覚めた経緯等が紹介されている。フィールドワークにおいて、調査する
側（研究者）は学術的な成果を求めるあまり、調査される側（農民）にとっての直接的な利
益をないがしろにする恐れがあるという、極めて重い指摘もなされている。６章「日本と
アフリカのヤマトシジミ（岩田大生）」では、日本においてヤマトシジミを研究していた若
手研究者が、ケニアでアフリカヤマトシジミを研究する機会を得た経緯が述べられており、
これからアフリカで昆虫研究を目指す若手にとって大いに参考になると思われる。７章「巨
大な大あごを持つ狩りバチが飛ぶカメルーンの森（坂本洋典）」では、オオキバドロバチを
中心として、サスライアリやハタオリアリ等の観察結果が臨場感をもって述べられている。
８章「カカトアルキの発見と分類（東城幸治）」では、カカトアルキ類という珍しい、翅の
ないバッタ類の様な昆虫が紹介されている。９章「アリモドキゾウムシを追ってアフリカ
へ（立田晴記）」では、沖縄のサツマイモ害虫であるアリモドキゾウムシのマダガスカルで
の採集の様子とその後の遺伝子解析の結果が紹介されている。

第３部「アフリカ昆虫学の展開」：10 章「ネムリユスリカの驚異的な乾燥耐性とその利用
（奥田　隆）」では、強い乾燥耐性で有名なネムリユスリカが紹介されている。ネムリユス
リカは完璧に乾燥してもなぜ死なないのかという疑問に答えている。11 章「マダニ寄生蜂
の生態（高須啓志）」では、衛生害虫であるマダニ類の天敵である寄生蜂の研究事例が紹介
されている。12 章「混作と農業害虫―トウモロコシの害虫ズイムシを例として―（小路晋
作）」では、アフリカにおいて伝統的な農法として長い歴史を持っている混作の害虫防除
効果が紹介されている。忌避植物とおとり植物を利用したプッシュ・プル法の有効性が示
されている。13 章「貯穀害虫の生態と管理（相内大吾）」では、アフリカの穀物における様々
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な貯穀害虫の中で、侵入害虫でトウモロコシを中心として甚大な被害を与えているオオコ
ナナガシンクイムシの脅威が語られている。14 章「ヒトマラリア原虫を媒介するハマダラ
カの生態と蚊帳を使った対策（皆川昇）」では、マラリアを媒介するハマダラカ属のカと日
本のメーカーが開発した防虫蚊帳による対策が紹介されている。15 章「ネッタイシマカの
生態と進化（二見恭子）」では、黄熱病やデング熱を媒介するネッタイシマカについて、興
味深い経験や知見が紹介されている。

第４部「アフリカの昆虫学研究機関」：16 章「国際昆虫生理生態学センター（サンデー・
エケシ）」では、ケニアにある本センターの役割として、人の健康・動物の健康・植物の
健康・環境の健康という理念のもとに昆虫との関わりを研究し、多くの人材を輩出してい
ることが紹介されている。17 章「国際熱帯農業研究所（マヌエレ・タモ）」では、ナイジェ
リアにある世界国際農業研究協議グループ傘下の本研究所が紹介されている。同研究所に
おける生物的防除研究と膨大な昆虫標本が特筆に値する。18 章「長崎大学熱帯医学研究所
ケニアプロジェクト拠点（二見恭子）」では、熱帯感染症の研究を長期的・継続的・広範囲
に行い、得られた成果を現地に還元するとともに若手を育成することを目標としている本
拠点の活動内容が紹介されている。19 章「モーリタニア国立バッタ防除センター（前野ウ
ルド浩太郎）」では、アフリカで大発生し、農作物に深刻な被害をもたらすサバクトビバッ
タの防除対策を担っている本センターにおける様々な活動が紹介されている。20 章「ケニ
ア国立博物館（足達太郎）」では、膨大な数の昆虫標本を収蔵している本博物館における組
織体制と活動内容が紹介されている。名古屋議定書における遺伝資源としての昆虫標本の
取り扱いについても解説されており、参考になる。

アフリカの昆虫だけでなく、アフリカに関心がある様々な方々に本書を読んでいただき
たい。とくにアフリカ等、開発途上国で農業技術の指導をしている方々、これから技術協
力の世界に踏み込もうとしている方々にお勧めしたい。農業には必ず害虫問題がつきまと
うものであり、アフリカ昆虫学の視点からアフリカの農作物害虫を考えるのも興味深いと
思われる。最後に、アフリカのイネ害虫ながら愛くるしいデメバエ類（シュモクバエ科の
オオデメバエ Diopsis longicornis やコデメバエ D. apicalis 等）の出番がなかったことが惜
しまれる。

元 JICA 専門家（ウガンダ、イネ害虫）　藤家　梓
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